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◇平成21年１月発行／大鹿村役場　◇印刷／龍共印刷株式会社 

私たちの村 

ホームページアドレス http://www.vill.ooshika.nagano.jp 
　　〃　　（観光） http://www.ooshika.com 

電子メールアドレス info@vill.ooshika.nagano.jp

平成21年１月１日現在　※（ ）内は前月比 

人口 1,246人(±0)／男 597人（＋1）／女 649人（－1）／世帯数 547戸（－1） 

 

本年もよろしくお願いします 本年もよろしくお願いします 本年もよろしくお願いします 
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、
村
民
の
方
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
村
で
は
、
自
然
災
害
が
少
な
い
年
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
一
方
世
界
的
な
金
融
危
機
で
、
大
変
な
不
況

と
な
り
、
末
端
の
農
山
村
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、国
政
も
混
迷
し
先
の
見
え
な
い
状
況
に
あ
り
、

加
え
て
県
政
も
財
政
の
状
況
が
大
変
厳
し
く
、
松
川
イ

ン
タ
ー
大
鹿
線
を
は
じ
め
、
県
管
轄
の
国
県
道
の
改
良

整
備
も
思
う
よ
う
に
は
進
ま
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
今
回
政
府
が
発
表
し

た
緊
急
経
済
対
策
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、
村
の
振
興
と
更
に
国
・
県
へ
の
働
き
か
け
を
強

力
に
推
進
し
な
け
れ
ば
、
こ
の
閉
塞
感
を
打
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
は
、
松
川
町
に
通
ず
る
松
川
イ
ン
タ
ー
大
鹿
線
滝
沢
ト
ン
ネ
ル
も
今
秋
に
は
供
用

開
始
と
な
る
で
し
ょ
う
し
、
国
道
一
五
二
号
線
と
秋
葉
古
道
が
風
景
街
道
と
し
て
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
も
秋
葉
古
道
歩
き
隊
の
ご
努
力
に
よ
る
も
の
で
、
地
蔵
峠
よ
り
程
野
へ
の
国

道
改
良
促
進
に
繋
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
に
つ
き
ま
し
て
は
立
ち
上
げ
か
ら
本
年
十
月
で
満
四

年
と
な
り
、
本
年
中
に
は
加
盟
町
村
が
二
十
六
ヶ
町
村
に
な
る
予
定
で
す
。
こ
の
連
合
加
盟

町
村
の
う
ち
、
村
内
の
美
化
活
動
に
尽
力
し
て
い
る
の
は
�
大
鹿
村
で
あ
る
�
と
、
過
日
の

連
合
理
事
会
で
も
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
偏
に
村
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
の
お
蔭
で
あ
り
ま

す
。

　

さ
て
、
私
の
任
期
も
一
月
二
十
三
日
ま
で
で
す
。
こ
の
間
、
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
戴
き
、
あ
と
数
日
で
職
務
を
終
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
方
の
温
か
な
お

力
添
え
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
月
に
は
新
村
長
が
誕
生
し

ま
す
が
、
村
民
一
丸
と
な
っ
て
新
村
長
を
支
え
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
最
も
必
要
な
こ

と
で
あ
り
、
そ
う
な
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
村
議
会
を
代
表
し
て
、村
民
の
皆
様
方

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
我
々
議
会
活
動
に
対
し
、ご
支
援
と
激
励
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
事
に
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
当
村
は
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村

連
合
」の
加
盟
に
よ
り
村
民
の
皆
様
方
の
ご
理
解
に
よ
り

一
丸
と
な
っ
て
、美
し
い
環
境
づ
く
り
と
美
し
い
心
を
め

ざ
し
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
子
供
か
ら

お
年
寄
り
の
皆
様
ま
で
が
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後

に
於
い
て
も
、
尚
一
層
の
ご
尽
力
を
賜
り
た
い
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
大
鹿
村
に
と
っ
て
生
命
線
と
い
う
べ
き
松
川
イ
ン
タ
ー
大
鹿
線（
小
渋
線
）の
滝
沢
ト

ン
ネ
ル
及
び
滝
沢
橋
の
工
事
も
、
平
成
二
十
一
年
の
完
成
を
め
ざ
し
て
着
々
と
進
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
ま
だ
小
渋
線
の
改
良
を
は
じ
め
河
川
改
修
、
治
山
事
業
等
の
促
進
を
積
極
的

に
推
進
し
て
、
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
し
て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
世
界
中
が
金
融
危
機
に
よ
り
、
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、
我
が
国
ま
で
が

百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
国
政
に
於
か
れ
ま
し
て
は
麻

生
政
権
の
も
と
で
、
第
二
次
補
正
、
金
融
機
能
強
化
法
、
’〇
九
年
度
予
算
編
成
に
も
先
行

き
が
不
透
明
で
財
源
確
保
に
向
け
て
審
議
の
行
方
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

県
に
於
い
て
も
税
収
入
の
落
ち
込
む
中
、
森
林
税
導
入
ま
た
五
カ
年
計
画
の
「
中
期
総
合

計
画
」
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
厳
し
い
財
政
の
中
で
の
成
り
行
き
が
気
に
な
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

我
々
小
規
模
自
治
体
で
は
、
最
大
の
財
源
と
し
て
地
方
交
付
税
の
依
存
度
が
高
い
の
で
、

今
後
の
地
方
分
権
の
成
り
行
き
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
や
少
子
高
齢
化
の
村
と
し

て
福
祉
、
医
療
、
介
護
対
策
等
々
多
く
の
課
題
が
山
積
み
し
て
お
り
ま
す
。
私
共
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
元
気
あ
る
環
境
と
経
済
が
共
存
す
る
地
域
づ
く
り
を
懸
命
に
進
め
て

参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
村
民
皆
様
方
の
尚
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、

こ
の
一
年
が
村
民
の
皆
様
に
と
っ
て
輝
か
し
い
年
で
あ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

私
の
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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3 議 会 だ よ り

報
告
第
一
号　

平
成
二
十
年
度
定

期
監
査
報
告
に
つ
い
て

報　
　

告

一
般
質
問

平
成　

年　

月 　
　
　
　
　

20

12

大
鹿
村
議
会
定
例
会
報
告

付
議
事
件

議
員
発
議

議
案
第
一
号　

大
鹿
村
手
数
料
徴

収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
　

運
転
免
許
返
納
者
に
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
を
交
付
す
る
場

合
の
交
付
手
数
料
を
徴
収
し
な

い
条
例 

可
決

議
案
第
二
号　

大
鹿
村
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

産
科
医
療
補
償
に
加
入
し
て

い
る
医
療
機
関
で
出
産
し
た
場

合
助
産
費
を
三
万
円
加
え
る
改

正 

可
決

議
案
第
三
号　

平
成
二
十
年
度
大

鹿
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
四

号
）
に
つ
い
て

議
案
第
四
号　

平
成
二
十
年
度
大

鹿
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
三
号
）に
つ
い
て

議
案
第
五
号　

平
成
二
十
年
度
大

鹿
村
立
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
三
号
）に
つ
い
て

議
案
第
六
号　

平
成
二
十
年
度
大

鹿
村
営
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）に
つ
い
て

議
案
第
七
号　

平
成
二
十
年
度
大

鹿
村
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
二
号
）に
つ
い
て

議
案
第
八
号　

平
成
二
十
年
度
大

鹿
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
二
号
）に
つ
い
て

議
案
第
九
号　

平
成
二
十
年
度
大

鹿
村
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
二
号
）に
つ
い

て議
案
第
十
号　

大
鹿
村
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
の
任
命
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
に
つ
い
て

議
案
第
十
一
号　

長
野
県
市
町
村

総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
市
町

村
数
の
減
少
に
つ
い
て

議
案
第
十
二
号　

長
野
県
市
町
村

自
治
振
興
組
合
規
約
の
変
更
及
び

組
合
を
組
織
す
る
市
町
村
数
の
減

少
に
つ
い
て

議
案
第
十
三
号　

南
信
地
域
町
村

交
通
災
害
共
済
事
務
組
合
を
組
織

す
る
町
村
数
の
減
少
及
び
南
信
地

域
町
村
交
通
災
害
共
済
事
務
組
合

規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
十
四
号　

南
信
州
広
域
連

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数

の
減
少
及
び
南
信
州
広
域
連
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
十
五
号　

下
伊
那
自
治
セ

請　
　

願

保
税
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て 

可
決

発
議
第
二
号　

介
護
保
険
制
度
の

抜
本
的
改
善
を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
つ
い
て 

可
決

発
議
第
三
号　

介
護
保
険
料
を
所

得
比
例
中
心
に
変
更
す
る
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

 

可
決

　

平
成
二
十
年
十
二
月
大
鹿
村
議
会
定
例
会
が
十
二
月
十
一

日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
八
日
間
の
会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
等
は
、
報
告
一
件
、
付
議

事
件
十
九
件
、
請
願
三
件
で
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・

同
意
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
に
つ
い
て
は
三
件
と
も
に
採
択
さ

れ
、
上
局
に
対
し
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一

般
質
問
は
六
名
の
議
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

「
神
田
仁
佐
夫
議
員
」

＊
中
川
村
長
の
足
跡
に
つ
い
て

（
村
長
）
こ
の
四
年
間
は
、
合
併

論
議
の
感
情
の
溝
を
埋
め
る
よ
う

に
努
力
し
た
。
美
し
い
村
連
合
へ

の
加
盟
、
ジ
ビ
エ
料
理
、
夏
秋
イ

チ
ゴ
栽
培
な
ど
の
振
興
に
努
め
た
。

＊
ア
ル
プ
ス
タ
ク
シ
ー
廃
業
に
つ

い
て

（
村
長
）
廃
業
の
予
定
で
あ
る
こ

と
は
聞
い
て
い
る
。
ス
ク
ー
ル
バ

ス
と
患
者
輸
送
車
に
つ
い
て
は
支

障
が
無
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
き

た
い
。

「
黒
塚　

悟
議
員
」

＊
鳥
倉
林
道
タ
ク
シ
ー
乗
り
入
れ

訴
訟
の
そ
の
後
に
つ
い
て

（
村
長
）
十
二
月
四
日
に
五
回
目

の
審
理
が
あ
っ
た
。
今
ま
で
各
々

の
主
張
に
つ
い
て
内
容
の
説
明
を

し
た
の
み
で
目
立
っ
た
進
展
は
な

い
。
猛
禽
類
の
保
護
が
目
的
の
規

制
で
あ
り
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

「
北
島
千
良
穂
議
員
」

＊
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
今

後
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

（
村
長
）
デ
ジ
タ
ル
化
の
工
事
は

済
ま
せ
、現
在
送
信
し
て
い
る
。
ま

た
五
・
一
二
チ
ャ
ネ
ル
も
今
年
度

工
事
を
行
う
。
個
々
の
対
策
に
つ

い
て
は
二
十
三
年
七
月
ま
で
時
間

が
あ
る
の
で
次
の
村
長
の
施
政
に

発
議
第
一
号　

所
得
割
重
視
の
国

任
せ
る
。

「
熊
谷
英
俊
議
員
」

＊
教
育
事
務
所
統
合
の
影
響
に
つ

い
て

（
村
長
）
統
合
は
県
の
財
政
上
の

問
題
で
あ
る
。
教
員
の
配
置
は
県

の
専
決
事
項
、
教
頭
以
上
の
管
理

職
の
先
生
は
教
育
長
が
意
見
が
言

え
る
。
統
合
の
影
響
は
あ
ま
り
無

い
と
考
え
て
い
る

＊
広
域
連
合
が
進
め
る
事
業
へ
の

村
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て

（
村
長
）
定
住
自
立
圏
構
想
は
、

連
合
会
議
で
口
頭
で
説
明
が
あ
っ

た
程
度
で
細
部
は
不
明
の
ま
ま
で

あ
る
。
情
報
の
収
集
は
す
る
が
、

事
業
の
選
択
は
し
て
い
き
た
い
。

「
矢
澤　

正
議
員
」

＊
灯
油
券
の
配
布
な
ど
に
つ
い
て

（
村
長
）
灯
油
券
は
昨
年
の
よ
う

に
予
算
化
し
た
。
除
雪
機
を
自
治

会
へ
と
の
話
は
一
台
が
三
十
万
か

ら
五
十
万
と
高
額
で
あ
る
の
で
、

当
面
難
し
い
。

＊
大
西
山
公
園
整
備
の
会
議
に
つ

い
て

（
村
長
）
こ
の
整
備
は
二
十
年
度

の
計
画
に
入
っ
て
い
る
。

（
産
業
建
設
課
長
）整
備
検
討
委
員

会
を
委
員
十
三
名
で
行
い
ま
し
た
。

意
見
と
し
て
、
造
成
は
階
段
状
に

し
、
秋
か
ら
冬
楽
し
め
る
よ
う
な

植
栽
の
希
望
な
ど
多
く
の
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
十
年
度
に

造
成
を
し
、
二
十
一
年
度
に
植
栽

を
し
た
い
。

「
小
澤　

正
議
員
」

＊
村
外
通
勤
補
助
金
に
つ
い
て

（
村
長
）
九
月
に
お
答
え
し
た
と

お
り
で
あ
り
、
今
年
の
予
算
は
四

三
〇
万
円
。
若
者
定
住
の
条
例
を

根
拠
と
し
て
お
り
、
若
者
の
判
断

は
四
十
歳
で
適
当
で
あ
る
。

ン
タ
ー
組
合
を
組
織
す
る
市
町
村

数
の
減
少
及
び
下
伊
那
自
治
セ
ン

タ
ー
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

議
案
第
十
六
号　

下
伊
那
自
治
セ

ン
タ
ー
組
合
か
ら
の
清
内
路
村
の

脱
退
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

議
案
第
十
七
号　

下
伊
那
郡
町
村

公
平
委
員
会
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
数
の
減
少
及
び
下
伊

那
郡
町
村
公
平
委
員
会
組
合
規
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
十
八
号　

下
伊
那
郡
土
木

技
術
セ
ン
タ
ー
組
合
を
組
織
す
る

町
村
数
の
減
少
及
び
下
伊
那
郡
土

木
技
術
セ
ン
タ
ー
組
合
規
約
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
十
九
号　

下
伊
那
郡
土
木

技
術
セ
ン
タ
ー
組
合
か
ら
の
清
内

路
村
の
脱
退
に
伴
う
財
産
処
分
に

つ
い
て

　

議
案
第
十
一
号
か
ら
第
十
九
号

ま
で
は
、
阿
智
村
と
清
内
路
村
と

の
合
併
に
よ
る
、
事
務
組
合
か
ら

の
脱
退
の
議
決
を
求
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

○
社
会
保
障
制
度
で
あ
る
国
民
健

康
保
険
税
･
料
の
算
定
に
当
っ

て
は
所
得
比
率
を
中
心
と
し
、

国
庫
負
担
金
を
一
九
八
四
年
以

前
の
水
準
に
戻
す
よ
う
求
め
る

請
願
書 

採
択

○
介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的
改
善

を
求
め
る
請
願
書 

採
択

○
介
護
保
険
料
を
所
得
比
例
中
心

に
変
更
す
る
こ
と
を
求
め
る
請

願 

採
択
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④特別職の報酬等の状況 （平成２０年４月現在）
報　酬給　料

233,000円議 長685,000円村 長 （205,040円）（548,000円）
161,000円副 議 長592,000円助 役 （141,680円）（485,440円）
148,000円委 員 長519,000円教 育 長 （133,200円）（425,580円）
135,000円議 員上段：条例で定められた月額

下段：平成２０年度１年間の月額 （121,500円）

（注）予算に計上された額です。

大鹿村人事行政の運営等
１．職員の任免及び職員数に関する状況
①部門別職員数の推移

備　　考対前年増減数（人）職員数（人）区分
部門 ２０年１９年２０年１９年１８年

00666総 務
00222税 務
00666農 林
00222商 工
00222土 木
00181818小　　　計
00777民 生
00222衛 生
00999小　　　計
00272727一般行政計
00444教 育
00444小　　　計
00111水 道
10455診 療 所
00333そ の 他
10899小　　　計
10394040合　　　計

②一般行政職の級別職員数の状況 （平成２０年４月現在）

計
６級５級４級３級２級１級区　分

村長が特に
定める課長

村長が定める
課長

課　　長
課長補佐係長・主幹主任・主査主事補

主　事
標 準 的 な
職 務 内 容

331511943職 員 数
100%3%15%3%58%12%9%構 成 比

（各年４月１日現在）

②職員給与費の状況　普通会計一般職員
給　　与　　費（千円）職員数

（人）区　分 計職員手当給料
207,53785,634121,90333２０年度
213,48291,280122,20233１９年度

２．職員の給与の状況
①人件費の状況　普通会計決算

人件費率　Ｂ/Ａ（％）人件費　Ｂ（千円）歳出額　Ａ（千円）住民基本台帳人口（人）区　分
12.9262,3262,040,2791,259１９年度
14.5262,2631,856,4761,299１８年度

③職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成２０年４月現在）
平均年齢平均給料月額区　　分
42.7307,836大鹿村一般行政職

３．職員の勤務時間その他の勤務状況
①職員の勤務時間と休日 （平成２０年４月現在）

勤務時間の割り振り一週間の
勤務時間 週休日休憩時間終業始　業

土・日曜日１２：００～１３：００１７：３０８：３０４０時間

②年次有給休暇の状況 （平成１９年度実績）

消化率１人当たり
平均使用日数職員数総使用日数総付与日数

32%13405021,582

４．職員の分限及び懲戒処分の状況
該当無し

５．職員の服務の状況
特記事項無し

団　体　等区　分
長野県市町村職員共済組合加 入 保 険 制 度
長 野 県 市 町 村 互 助 会福 利 厚 生 大 鹿 村 職 員 等 親 睦 会

６．職員の福祉及び利益の保護の状況

７．公平委員会報告事項
　勤務条件に関する措置要求　　　　　要求無し
　不利益処分に関する不服申立て　　　申立て無し

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員をなどを含み、臨時又は非常勤職員を除いている。
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（1）地域で進める里山集約化事業

　地域が主体となって、森林所有者に呼びかけ、地域ぐるみで所有界の明確化や整備の同意を得る活動

を支援します。

私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有有林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業ががががががががががががががががががががが変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす私有林整備事業が変わります
　平成20年度より長野県森林づくり県民税が導入されました。これにあわせて大鹿村では私有林整備事業を下表の

とおり変更します。（「間伐」及び「抜き切り」の個人負担額を変更。）

個人負担額（１ha当たり）
施業種類

左記以外の者大鹿村に住所を有する者

22,200円7,400円下　 刈　 り

38,400円12,800円枝 打 ち

42,000円14,000円除 伐

20,000円5,000円間 伐

20,000円5,000円抜 き 切 り

長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業にににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいててててててててててててててててててててて長野県森林づくり県民税活用事業について
　長野県では森林づくり県民税を活用し、里山整備を支援しています。大鹿村では今年度、河合地区で取組みを始

めています。

　里山整備に興味のある自治会は、役場農林係までご相談ください。

自治会(区、集落等）、山林委員会、森林組合等事 業 主 体

里山整備計画の樹立と森林所有者から森林整備の同意を得る活動に対して

助成（10ha又は10人以上）
対 象 事 業

15,000円/ha交 付 金 額

（2）みんなで支える里山整備事業

　これまで整備が進めにくかった集落周辺の里山において、森林の機能回復を図るために間伐などの森

林整備を推進します。

森林組合等事 業 主 体

市町村長が必要と定めた区域対 象 区 域

整備が放棄され機能回復が必要な森林（１ha以上かつ３人以上）対 象 森 林

９/10以内補 助 率

主伐や森林以外への転用を20年間制限する協定を締結要 件

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間伐伐伐伐伐伐伐伐伐伐伐伐伐伐伐伐伐伐伐伐伐等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促促進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画ののののののののののののののののののののの策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定にににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいててててててててててててててててててててて特定間伐等促進計画の策定について
　「森林の間伐等の実施の促進に関する特別措置法」の規定により、特定間伐等促進計画を策定しました。大鹿村

では、平成20年度から24年度までの５ヶ年間で1,299ha（年平均260ha）の間伐を行うことを目標とします。
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税 務 だ よ り 平成18年４月号 
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������

確定申告確定申告と納税相談納税相談のお知らせ

◎平成21年1月1日現在、大鹿村に居住する方で次に該当する方は、大鹿村に村県民税の申告が必要

です。

　○給与所得者で

　　・給与所得以外の所得金額が２０万円以下の方

　　・２ヶ所以上から給与の支払を受けた方

　　・平成２０年中に退職し、その後就職していない方や、アルバイト、

　　　パートなどで勤務先から役場に給与支払報告書の提出がない方

　○公的年金収入のみで所得税が源泉徴収されていない方で

　　・６５歳以上で年金収入額が１４８万円を超える場合

　　・６５歳未満の方で年金収入額が９８万円を超える場合

　○所得がなく、どなたにも扶養されていない方

　○金額の多少に関わらず上記以外の所得があった方

　※上記に該当される方で申告がないと…

　　所得証明等の発行や国民健康保険税の軽減措置及び国民年金の免除

　申請等に不利になる場合があります。

●村県民税の申告をしなくてもよい方

●大鹿村に村県民税の申告が必要な方

◎次の方は大鹿村に村県民税の申告をする必要がありません。

　○所得税の確定申告書を税務署へ提出する方

　○１箇所からの給与のみで他に所得がなく、年末調整の内容に変更がない方

　○公的年金収入のみで所得税が源泉徴収されていない方で

　　・65歳以上で年金収入額が148万円以下の場合

　　・65歳未満の方で年金収入額が98万円以下の場合

　※社会保険料控除、扶養控除、医療費控除等の控除を受けようとする方は申告が必要です。

＊昨年と同様に『村県民税の申告書』は配布しません。以下をお読みいただきまして、申告が必要な

方は申告期限内に申告をお願いします。（※大鹿村納税相談日程表を参照ください。）

●税務署に所得税の確定申告が必要な方

◎次の方は、税務署に『所得税の確定申告書』を提出してください。

　○税務署から確定申告書が送付されている方

　○給与所得や退職所得以外の所得が20万円を超える方

　○営業所得、譲渡所得、山林所得のあった方

　○雑損控除、医療費控除や住宅借入金等特別控除などで所得税の還付を受ける方

　○上記のほか特に相談を希望される方は、直接飯田税務署においてご相談下さるようお願いします

　※上記に該当する方は、大鹿村の申告相談会場にお越しいただいても税務署での申告相談をお勧めする場

合があります。
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＊飯田税務署での確定申告及び申告期間は次のとおりです
　平成20年分所得税の確定申告：平成21年2月16日(月)～3月16日(月)

　★ただし、土･日曜日、祝日等は閉庁となります。

　★確定申告による所得税の 納期限は平成21年3月16日（月）です。

　◎詳しくは…国税庁ホームページ【www.nta.go.jp】で確認されるか、飯田税務署（�２２－１１６５）におたず

ねください。

　期限内に申告や納税をしなかったり、間違った申告をしますと、後から不足の税を納めるばかりでなく、

加算金や延滞金を納めることになります。

（注意）申告、納税が遅れると…

●控除しきれなかった分は、住民税（所得割）から控除されます。
　　税源移譲により、所得税が減額となり、控除できる住宅ローン控除額が減る場合があります。平成18

年末までに入居し、所得税から控除しきれなかった額がある場合は、翌年度の住民税（所得割）から控除

できます。

●申告が必要となります。
　申告期限：平成21年3月16日（月）

　　平成20年度以降、住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、毎年申告が必要となります。

　　平成20年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合は、平成21年3月16日までに、平成21年1

月1日現在お住まいの市町村の税務担当又は所管の税務署へ下記の手続きにより『市町村民税・道府県民

税住宅借入金特別税額控除申告書（以下「住民税住宅ローン特別税額控除申告書」）』を提出してください。

●手続きについて
　　所得税の確定申告をされる方、されない方によって「住民税住宅ローン特別税額控除申告書」の種類が

違います。また、提出先も違いますのでご注意下さい。

　　①給与収入のみを有しており、すでに年末調整が済んでいる方で、所得税の確定申告をされない方

　　　�「住民税住宅ローン特別税額控除申告書」に源泉徴収票を添付して市町村役場の税務担当へ提出し

てください。

　　②所得税の確定申告をされる方

　　　�所得税の確定申告書と一緒に「住民税住宅ローン特別税額控除申告書」を所管の税務署へ提出して

ください。

※「住民税住宅ローン特別税額控除申告書」は、役場税務係窓口にありますので、必要な方はお

申し出下さい。

所得税から住宅ローン控除額を引ききれなかった方へ

●納税相談に必要なものは次のとおりです。

　○印鑑

　○農業所得のある方は「収支計算の手引」等により、収支内訳をまとめた書類

　○営業や不動産所得のある方は、収入、支出のわかる書類

　○給与所得者、公的年金受給者は、源泉徴収票または支払証明書

　○各種控除証明書、領収書

　　生命保険料、地震保険料(旧長期損保)、国民健康保険税、国民年金・農業者年金などの保険料、介護保

険料、医療費、介護負担金、寄付金、その他控除に必要な書類

　○障害者控除を受ける方は、障害者手帳、その他必要な証明

　※必要であるか不明な場合はすべてご持参ください。
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大 鹿 村 納 税 相 談 日 程 表
■受付時間　午前9：00～午後4：00
■日　　程　下表のとおり（土･日を除く）

自 　治 　会 　割 　当
会　　　　場期　　日

午　　後午　　前

落　　　合大鹿村役場　２階研修会議室火17

2　
　
　

月

＊予備日〃水18

下 市 場 一大鹿村交流センター木19

下 市 場 二〃金20

土21

日22

上市場・文満団地大鹿村交流センター月23

上　　　蔵〃火24

沢　　　戸釜沢･清水〃水25

中　　　尾上青木・深ヶ沢〃木26

文　　　満〃金27

土28

日1

3　
　
　

月

＊指定日に都合のつかない方下　青　木大鹿村交流センター月2

＊ 予 備 日大鹿村役場　２階研修会議室火3

沢井・入沢井梨　　　原公民館　鹿塩地区館水4

＊指定日に都合のつかない方大　　　栗〃木5

塩　　　河〃金6

土7

日8

西中　　　峰公民館　鹿塩地区館月9

北入一・二塩　　　原〃火10

＊指定日に都合のつかない方河合・南山〃水11

農業青色申告者大鹿村役場　２階研修会議室木12

＊ 予 備 日〃金13

土14

日15

＊指定日に都合のつかない方大鹿村役場　２階研修会議室月16

　＊指定日以外の場合はお待ちいただくことがあります。

　＊都合により会場を変更することがあります。
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平成21年4月以降の納付分から、
「年金からのお支払い」と「口座振替」の選択制
となります。
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　長寿医療制度（後期高齢者医療制度）の保険料のお支払いにつきまして、年金からのお支払いに

なっている方は、平成21年４月以降の納付分から口座振替に変更できるようになります。（平成21年

２月までは、年金からのお支払いとなります。）

　※被保険者ご本人、世帯主、配偶者のいずれかの口座からお支払いいただけます。

　※お支払いいただく保険料の総額はかわりません。

　※窓口納付の方で、口座振替への変更をご希望される場合も同様にお手続できます。

口座振替への手続方法

・口座振替でのお支払いをご希望される方は、

　　①「保険料納付方法変更申出書」

　　②「口座振替依頼書」

を提出していただくことになりますので、役場 保健福祉課へご連絡ください。

�お申し出いただいた後、年金からのお支払い（特別徴収）を中止する手続をさせていただきま

す。なお、提出期限を過ぎてお申し出いただいた場合でも、お申し出いただく時期に応じて、

年金からの特別徴収を中止させていただきます。

�世帯主又は配偶者の口座からのお支払いに変更した場合、その社会保険料控除は、口座振替に

より支払った方に適用されます。これにより、世帯全体の所得税や住民税が減額となる場合が

ありますので、十分ご留意ください。

お申し出に当たっての留意事項

○平成21年４月からの特別徴収中止に係る申出書等の提出は、次によ
りお願いします。

�納付方法変更申出書の提出期限は、平成21年2月5日（木）です。

�上記提出期限に係る申出書については、確認ができ次第、４月分の年金からのお支払
い（特別徴収）を中止する手続をさせていただきます。

長寿医療制度(後期高齢者医療制度)
保険料のお支払いについて
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平成21年2月1日時点における南信州レジ袋削減取組店の取組内容 （H20.12.15現在）

店　　　　　　　舗　　　　　　　名内 容市 町 村

�ＪＡみなみ信州〔大鹿店、しお里店〕有料化大 鹿 村

�㈲てくてく廃　止

飯 田 市

�ユニー㈱〔アピタ飯田店、ジョイマートユニー飯田駅前店〕

�イオンリテール㈱〔ジャスコ飯田店〕　�㈱マイカル〔飯田サティ〕

�㈱キラヤ〔本町店、上飯田店、鼎店、江戸町店、伊賀良店、黒田店、竜丘店、市場センター〕

�Ａ・コープ〔いいだ店、あいぱんいいだ店〕

�ＪＡみなみ信州〔上郷支所生産資材課、伊賀良支所生産資材課、竜丘支所生産資材課、

　ＪＡファームみなみちゃん店、りんごの里農産物直売所、およりてふぁーむ、高松店、松尾店、

　山本店、千代店、龍江店、下久堅店、上村店、伊賀良女性部直売所「かあちゃん朝市」〕

�メガテン〔本店、上郷店、竜丘店〕　�モリシタクリーニング店　�飯田合同庁舎福利組合売店

�フォトランド　�㈲カインド　�飯田下伊那薬剤師会〔会営やまなみ薬局、会営薬局〕

�㈲林薬局　�生活協同組合コープながの〔飯田錦町店〕

�㈱鈴茂商事〔ビーワン飯田店、ビーワン上飯田店〕

有料化

�㈱西友〔飯田鼎店、伊賀良店〕値引き

�平澤薬局　�㈱キラヤ〔大島店〕　�メガテン〔松川店〕　�福田屋米穀店

�ハローミヤ　�Ａ・コープ〔リカまつかわ店〕

�ＪＡみなみ信州〔松川支所生産資材課、上片桐店、生田店〕

有料化松 川 町

�ユニー㈱〔アピタ高森店〕　�㈱キラヤ〔高森店〕　�Ａ・コープ〔高森店〕

�ＪＡみなみ信州〔高森支所生産資材課、厚生病院売店〕
有料化高 森 町

�宝屋商店廃　止

阿 南 町

�ＪＡみなみ信州〔大下条店、富草店、新野店〕　�Riceムラマツ　�パン工房　ポム

�ショピングランド ナピカ
有料化

�信州新野千石平道の駅蔵　�ホーエイ　�㈲大野屋商店　�橋本屋　�メイトショップにしざか

�佐々屋商店　�青木屋
値引き

�ＪＡみなみ信州〔清内路店〕有料化清内路村

�㈱キラヤ〔ピア店〕　�Ａ・コープ〔ラックあち店〕

�ＪＡみなみ信州〔阿智支所生産資材課、園原店、伍和店、浪合店〕
有料化阿 智 村

�ＪＡみなみ信州〔平谷店〕有料化平 谷 村

�ＪＡみなみ信州〔根羽店〕有料化根 羽 村

�ＪＡみなみ信州〔下条支所生産資材課、下条店〕　�久保田酒店有料化
下 條 村

�広茂登商店　�ショピングひさわ値引き

�ＪＡみなみ信州〔売木店〕有料化売 木 村

�ＪＡみなみ信州〔天龍店〕有料化天 龍 村

�ＪＡみなみ信州〔泰阜店〕　�東商店有料化泰 阜 村

�ＪＡみなみ信州〔ＪＡファームたかぎ店〕　�Ａ・コープ〔たかぎ店〕

�㈱鈴茂商事〔ビーワン喬木店〕
有料化

喬 木 村

�近藤商店値引き

�ＪＡみなみ信州〔豊丘支所生産資材課〕　�パルム豊丘有料化豊 丘 村
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◆◆◆あなたも年金を増やしませんか？◆◆◆

国民年金の任意加入制度があります
　老齢基礎年金は、２０歳から６０歳になるまで４０年間保

険料を納付しなければ、満額の年金を受け取ることが

できません。

　老齢基礎年金額（満額）７９万２１００円（平成２０年度）

例えば、保険料の納付済期間が３０年間の場合は、満

額の４分の３の年金額となります。

　昭和６１年３月以前に会社員や公務員の夫に扶養され

ていた妻、平成３年３月以前の学生については、国民

年金へ加入するかどうかは、ご本人の意志で決めるこ

とができました。国民年金に加入していなかった期間

や、やむを得ない事情により国民年金保険料を納めら

れなかった期間がある場合は、年金額も少なくなりま

す。

　このため、国民年金には、ご本人の申し出により

“６０歳～６５歳未満”の５年間、保険料を納めることで

６５歳から受け取れる老齢基礎年金を増やすことができ

る「任意加入制度」があります。 

○国民年金の任意加入の対象者は？

　次の①～③のすべての条件を満たす方が「任意加入」

の対象者となります。

①国内に住所を有する６０歳以上６５歳未満の方

②老齢基礎年金の繰上げ支給を受けていない方

③２０歳から６０歳までの年金保険料納付月数が４８０月未

満の方

○加入した後は？

　保険料を納めます。納付月数が４８０月に達するか６５

歳になると資格喪失します。

○手続きは？

　大鹿村役場住民税務課国民年金担当窓口へ、加入申

出書に年金手帳を添えて提出してください。

詳しくは、大鹿村役場住民税務課又は飯田社会保険

事務所までお問い合わせください。

　国民年金に任意加入していなかったことにより、障

害基礎年金等を受給していない障害者の方（対象者別

記）については、福祉的措置として「特別障害給付金

制度」が設けられています。

支給の対象となる方

①平成３年３月以前に国民年金任意加入対象であった

学生

②昭和６１年３月以前に国民年金任意加入対象であった

被用者等の配偶者

のいずれかであって、当時、任意加入していなかった

期間内に初診日があり、現在、障害基礎年金の１級、

２級相当の障害の状態にある方が対象となります。

支給額

　障害基礎年金１級相当に該当する方は、月額５万円。

　障害基礎年金２級相当に該当する方は、月額４万円。

（月額は平成２０年度）

�ご本人の所得が一定の額以上であるときは、支給額

の全額又は半額が停止される場合があります。

�老齢年金、遺族年金、労災補償等を受給されている

場合には、その受給額分を差し引いた額を支給いた

します。（老齢年金等の額が特別障害給付金の額を

上回る場合は、特別障害給付金は支給されません。）

�経過的福祉手当を受給されている方が特別障害給付

金の支給を受けると、経過的福祉手当の受給資格は

喪失します。

�特別障害給付金は、認定を受けた後、請求月の翌月

分から支給いたします。

請求手続きの窓口

　大鹿村役場住民税務課です。

特別障害給付金について
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　今回は、下青木地区にお住まいの　小林茂美恵さん（９４歳）と　中田元榮さん　幸子さんご夫妻を紹介

します。

　元榮さん、幸子さん夫妻は、８年程前に幸子さんの故郷・大鹿村へ帰ってきました。田舎が好きな元

榮さんと定年後は畑を耕したりと健康のために終の棲家と決めたようです。

　しかし、ご両親が高齢で介護が必要でした。現在は、茂美恵さんは介護保険の認定を受け、１日３回

の訪問介護と、週３日の通所介護と宿泊事業を利用しています。介護は幸子さんが主に行っています

が、「子が親を看るのがあたりまえ」と、月一回は、姉弟が交代で介護に来ています。

　介護保険の利用と、家族の助けを受け、介

護をしています。

　昨年、元榮さんの体調が悪くなってしまい

ましたが、奥さんに負担をかけないようにと、

リハビリに専念し、自宅に介護保険を利用し

て手すりを設置して、身の回りのことは一人

でもできるようにしています。

　ご近所や村の人口が少なくなって行きます

が、「みんなで助け合ってこの村で過ごせたら

良いですね」と幸子さん。

　茂美恵さん、元榮さん、幸子さんは、この

美しい大鹿村でずっと暮らして行きたいとこ

れからも頑張っていく決意です。

「特別慰労品」贈呈の受付が

平成２１年３月３１日で終了します
　いまだ請求されていない恩給欠格者、戦後強制抑留者、引揚者の「ご本人」に、『特別慰

労品』を贈呈しています（ご遺族の方は対象とはなりません）。「引揚者」は、終戦の日ま

で引き続き１年以上外地で生活していて戦後引き揚げてきた家族全員が対象です。

　請求書等は、保健福祉課の窓口にあります。未請求の方は、早急に申請してください。

　資格要件等の質問は、「独立行政法人　平和祈念事業特別基金」までお問合せください。

（請求に関する「お問合せ」や「ご相談」は無料です。）

無料電話　0120－234－933
（月～金　9：15～17：15　土日祝日休）
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南信州北部地区 

基礎自治体のあり方を考える講演会 

き　すう 
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■応募資格■
健康で大鹿さくらの女王に相応しい教養を身に付け

た18歳から30歳までの未婚の女性で、上・下伊那郡

又は飯田市、駒ヶ根市、伊那市に住所を有する方。

■業　　務■
2年間の任期中、村内の行事（さくら祭り、夏祭り、大

鹿歌舞伎定期公演、中央構造線サイクリング大会、産

業文化祭など）でのイベント補助と地域のＰＲ活動。

■提出書類■
専用の応募用紙に本人が確認できる写真（サービス

サイズ）１枚を添えて大鹿村役場産業建設課『大鹿

さくらの女王』募集係まで郵送。

■締め切り■
　平成21年２月16日（月）当日の消印有効

■賞 金 等■
　女王選出者には賞金20万円。

　（参加者全員に参加賞贈呈）

■選 考 会■
　平成21年３月８日（日）大鹿村交流センター

　その他詳細については大鹿村役場産業建設課までお

問い合わせください。

大鹿村では、第七代大鹿さくらの女王を募集しています。

大鹿さくらの女王は2年間の任期中、各種行事への参加を

通じて村や南信州地域のＰＲ活動に活躍していただきます。

選考会へはご本人の応募はもちろん、ご家族、お友達、職場

からの推薦などでも結構です。是非ふるってご応募ください。
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村の行事予定 村の行事予定 村の行事予定 
１月
　１８日 大鹿村長選挙投票日

　２０日 ダンボール・牛乳パック収集日

　下旬 埋め立てごみ収集

２月
　３日 その他紙収集日

　２４日 チラシ・雑誌収集日

大鹿中学校大鹿中学校　歌舞伎指導感謝状授与式歌舞伎指導感謝状授与式

　子供たちの防犯の為につくられた「イカのおすし」のダンスと、

飯田警察署オリジナルの「オレオレサンバ」を、大鹿村駐在所の

平松巡査長の指導により大鹿小学校の児童たちが踊り、１２月２４

日に村民の皆さんに披露をしてくれました。

　昭和５０年の鹿塩中学校の時代から３３年の長きに亘り、中学校

の歌舞伎指導にご尽力いただいき、今年３月この指導から引退

された竹本登太夫（片桐登）さんに、大鹿中学校から感謝状が贈

られました。

大鹿村駐在所＆大鹿小学校大鹿村駐在所＆大鹿小学校　防犯活動防犯活動

平成21年 大鹿村消防団出初式
　平成２１年大鹿村消防団出初式が、１月６日

大鹿村交流センターにおいて、厳粛かつ盛大

に行われました。

　晴天に恵まれた暖かい日差しの中、駐車場

では村長をはじめ来賓の方々の観閲を受け、

その後ホールにおいて退団者・現職団員の功

労や功績を讃える表彰が行われました。

　大勢の来賓の方々に祝辞をいただき、最後

に参列者全員による万歳で、今年一年が無災

害であることを祈念しました。

平成20年度　表彰者一覧

退団報償・感謝状

　　県知事報償　　　　　　平瀬　定雄

　　飯伊消防協会感謝状　　平瀬　定雄

　　大鹿村消防団感謝状　　平瀬　定雄

団員表彰

　　長野県消防協会

　　　　功績章　　　　　　神崎　鋭介

　　　　功労章　　　　　　駒瀬　　工

　　　　　〃　　　　　　　北島　泰治

　　　　　〃　　　　　　　田中　　靖

　　　　精績章　　　　　　田中　康啓

　　　　精勤章　　　　　　松澤　幸一

　　　　　〃　　　　　　　宮坂　浩二

　　　　　〃　　　　　　　後藤　慎治

　　飯伊消防協会

　　　　功績章　　　　　　多田　一郎

　　　　功労章　　　　　　釜村　孝一

　　　　　〃　　　　　　　蛯澤　秀哲

　　北部地区班

　　　　努力章　　　　　　片桐　豊弥


